
生活の質の向上を目指して

日本は、経済大国になり世界で重要な地位を占めるようになって来たが、最近主に経済的な理
由で外国から様々な批判を受けている。日本人は働き過ぎだから労働時間を短縮すべきだ、日
本経済は家庭生活の犠牲のうえに成り立っている、経済にばかり目を向けないで社会福祉を
もっと重視すべきだ、などいろいろなことが新聞や雑誌を賑わしている。要約すると、日本は
経済の成長にばかり重点を置かず、人間らしい生活を追い求め、国民の生活の質を向上させる
べきだ、ということらしい。 

外国からのこれらの批判に対して、経済界や政治家が、国民の生活のレベルを上げるため、完
全週休二日制の導入、年間労働時間を１９００時間前後に短縮、子供の出生時に男性も長期間
休めるような新しい産休制度の確立、などに向けて努力する旨を表明しているが、実現にまだ
程遠いものが殆どである。仕事が最も重要、仕事が生きがい、と考える「仕事中毒」的な人間
が多い日本人のサラリーマンの意識を変えない限り、生活の質を向上させることは不可能なの
ではないだろうか。 

日本の男性諸君に、仕事中心の考え方から、家庭を軸にした生活中心の考え方に意識の変換を
させるために、いろいろな手段があるだろうが、最も効果的な手段の一つは、女性が男性中心
の社会に対して反乱を起こし、立ち上がることである。家庭を守り、家事一切を切り盛りする
だけでも大変なことなのに、かつ育児、教育をすべて担当し、ボランティアなどを通して自分
達の住むコミュニティーの活動に貢献する女性、特に妻達が、反乱を起こしたら、どうなる
か、少し考えてみたい。

サラリーマンの場合、仕事が忙しくなれば会社に残って残業をする。サラリーマンに残業はつ
きものだが、主婦の場合、帰りが遅い夫を待って深夜まで起きていても、それは残業とは見做
されない。夫から見れば、自分が家族を養うために夜遅くまで仕事をしているのだから、妻が
起きて待っているのが当然、と考えるかもしれない。妻が専業主婦の場合、特にそう考えがち
だ。が、その妻は、家事一切を夫の助けなしで一人でやり、子供の面倒も一人で見ている。
キャリアウーマンの場合は、そのうえ、確固とした仕事もしている。
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占める - occupy [a position] / 
主に - chief / main / principal / central
様々な - various
批判 - criticism / criticize
労働 - work / labor / job
犠牲 - loss / cost
成り立つ - be made up of / consist of
目を向ける - to shift one's attention to 
賑わす - make something prosperous / 
enliven
成長 - mature / growth / grow
重点 - stress / emphasis
追い求める - search for / seek after 
国民 - the nation / the people
経済界 - economic world
政治家 - politician
完全週休二日制 - 5 days work week
導入 - introductory phase / introduction
前後に - approximately; before and after
出生 - place of birth / birthplace
長期間 - long time / long-term
産休制度 - maternity leave system
確立 - establish / settle / found 
努力 - make an effort / endeavor
旨 - essentials / gist / main intention
表明する - express / show / state
程遠い - far away / having a long way

生きがい - something to live for / worth 
living
中毒 - toxic / addiction / be absorbed in/
意識 - consciousness
諸君 - gentlemen / ladies and gentlemen
軸 - core / center
変換 - transform / convert / change
手段 - method / procedure / way
効果的 - effective 
反乱 - rise against / rebel against 
立ち上がる - take action / rise up (for a 
cause) / stand up (for a cause)
家事 - housework
一切 - not ever / not in the least / 
absolutely not
切り盛りする - managing / handling / 
running / dealing with /
担当 -  be in charge of / be responsible
Xを通して - 
貢献する - help / make a contribution
つきもの - throughout;  through (the 

good offices of);  by way of
見做す - consider as /regard as
養う - care for / provide for
専業主婦 - professional housewife
面倒 - looking after /trouble / nuisance
確固 - firm / resolute
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それなのに、夫が遅く帰って来てから、食事の用意をしたり、風呂の世話をしたり、服の後始
末をしたり、夫の話や仕事上の愚痴を聞いて上げるのが、残業でなくて何であろう。立派な残
業である。会社の場合、残業でもらうカネは勤務時間内の給料の３０－５０％増しである。妻
の残業も同じように考えて計算したら、膨大な額になるはずである。それを、無料サービスと
して夫に奉仕しているのと同じことになる。夫の目を家庭に向けさせ、帰宅時間を早くさせる
ためにも、かつ家族が一緒に過ごせる時間を増やすためにも、１０時以降の残業を全面的に拒
否してみてはどうだろうか。 

次に、夫は、自分は家族を養うために自分を犠牲にしてまで長時間夜遅くまで働いている、と
考えがちである。長時間夜遅くまで仕事をする、というのは事実である。ところが、実際は、
仕事のことしか考えていず、家事、育児、子供の教育、妻や子供との精神的な触れ合いの重要
性などにあまり興味がない場合が多くある。その証拠に、休みの日に、子供と遊ぼうとせず、
「疲れた」と言ってテレビの前で、ごろごろ寝ていたり、一人でゴルフのバッティング場やパチ
ンコへいったりする男性が多い。このような男性を夫に持った不孝な妻達にできることは、会
社と家族の選択を迫ることである。会社と家族でどちらのほうが重要なのか、仕事は何のため
にあるのか、家族として共同生活をする意義は何か、と問い詰めるのである。夫がそれでも会
社のほうが重要だ、と答えたら、「家族に重要性を認めない人と共同生活をしても意味がな
い、私と離婚して、会社と結婚しなさい。」と言い、共同生活不履行で裁判所に訴え、法外な
慰謝料を要求するぞと、夫を威嚇すればいいだろう。普通、家庭内の不祥事は出世にも影響す
るし、事を荒立てたくないと考える夫が大半だろうから、成功する確率は高い。また、夫が家
庭の重要性を認識し、もっと家族を大事にすることを約束したら、平日は仕事、週末は家庭、
と完全に分離して、週末や休日には家族のために過ごすことを約束させればいいのではないだ
ろうか。

 反乱の３番目として、「教育ママ」を放棄して、子供の教育に夫の目を向けさせることが考え
られる。現在、多くの家庭で、子供の教育を担当しているのは妻である。彼女達は、自分の生
活を犠牲にしてまで、子供を一流大学へ入学させるために努力している。子供の高い教育費を
確保するために、ドレスなど自分のために買いたいものも買わずカネを節約し、自分のしたい
こともせずに我慢する。一方、子供の立場から考えると、「教育ママ」からの圧力で、いつも
勉強ばかりさせられ、あまり自分の好きなこともできず、精神的にストレスが蓄積する状態に
ある。
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用意 - preparation / get ready 
後始末 - clear off (a table) / put things in 
order
愚痴 - grumbling
立派な - superb
勤務 - work / job / employment 
給料 - salary
計算 - reckon / sum up
膨大な - enormous
額 - volume / amount / quantity
奉仕 - support
帰宅 -get home
かつ - yet;  moreover
以降 - later / after / subsequent
全面的 - all over / all aspects
拒否して - refusal / rejection
犠牲 - loss / victimization / cost 
精神的 - spiritual / emotional
触れ合い - touch / contact
証拠 - proof / evidence / testimony
ごろごろ - purring;  (spend time) doing 
nothing /(things that are lying) strewn 
about 
不孝な - disobedience
選択 - selection
迫る - urge someone on / press 
someone  / demand
共同 - collaboration

問い詰める - question closely / 
interrogate /
離婚 - divorce
不履行 - breach / failure /
裁判所 - courthouse 
訴える - file a suit against
法外な - absurd / unreasonable / 
exorbitant　 
慰謝料 - damages;  settlement
要求する - request / demand
威嚇 - intimidate / menace
不祥事 - scandal;  deplorable event
出世 - succeed in life / advancement
影響 - influence / consequence / effect
荒立てる - raise (one's voice) 
確率 - probability / chance
認識 - recognition / perception
完全に - wholly / completely 
分離 - secession / segregation
放棄 - abandon / give up
担当 - be in charge of / be responsible 
for
教育費 - education expenses
確保 - secure something / security / 
protection
節約 - save / reduce / cut down on 
圧力 - pressure / influence
蓄積 - accumulation / stockpiling
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母親が「教育ママ」の立場を放棄して、子供を勉強から解放して、勉強以外に本来子供がすべ
きことを自由にさせることにしたら、それは、母親にとっても子供にとってもプラスになること
が増えることになる。今まで子供に勉強させることに常に神経を使ってきた妻達は、もう少し
自分の人生のことを考える余裕も出来る。子供達に、勉強、勉強の連続で一流校に入るより、
勉強以外のことをいろいろ経験して、豊かな人生を送るほうがより人間的だ、という教育をす
る。子供達にとっては、受験勉強の重圧から解放され、自由な生活を経験することが可能にな
る。 

これに対して、今まで子供の教育をすべて妻に頼って来た夫達、子供を一流校に入れ、一流企
業に入れるための教育が最高の教育と考えている夫達は、パニックに陥るであろう。妻達の新
しい考え方を今まで通りの考え方に変えようとするか、あるいは自分から進んで子供の教育を
することにしようとするであろう。特に、後者のほうを選ぶ夫が多くなればなるほど、会社中
心の考え方が薄れ、家庭に目を向ける男性が多くなるであろう。いずれの場合でも、最早家庭
を無視して仕事に励むことは不可能になり、夫の関心が職場から家庭に移ることは確かであ
る。 

第４に、この社会のなかでの女性の重要性を男性に認識させるために、女性の労働力を一時的
にすべて引き上げることを提唱する。最近キャリアウーマンとして社会で活躍している女性が
増加し、主婦の半数以上がパートの仕事をしていて、日本の労働力の多くの部分を女性労働者
が占めている。殊に、第三次産業のサービス業に占める女性の割合は非常に高い。その女性労
働者が、計画的に一斉に職場放棄をするのである。パートで働く女性の地位向上のため、男性
と女性の賃金格差の是正のため、など理由は何でもいいが、短期的にストをすることから始め
て、男性中心の社会にショックを与える。それで効果がなければお互いに支援団体を確立し
て、女性労働者が一斉に仕事を辞めることにする。仕事を辞めることですぐに経済的に困る人
達のために支援団体を作り、経済的に応援する。当然企業は、辞めた女性の代わりの女性を見
つけようとするだろうから、この運動を始める以前から、女性同士の連絡を緊密にして、企業
の誘いを拒否するキャンペーンを進めておく。この運動を通して、女性の重要性、女性の協力な
くしては日本の社会が成り立たないことを、現在日本の社会をコントロールしている男性に認
識させることが出来る。 

今までの歴史を見ても明らかなように、利益、特典を享受している者が、それらを自ら捨て、
他人のために貢献する、ということはほとんどあり得ない。
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放棄 - abandon / give up
解放 - liberation / free / release
神経 - sensation / nerves / sensitivity
余裕 - surplus;  composure;  margin
よりX - more X
受験 - take a test / an examination
重圧 - strong pressure / oppression
頼る - count on / turn to / lean on
一流 -　first class / first rate
企業 - company
陥る - deteriorate / become worse
通り - way (of doing smth)
薄れる - weaken / lessen
いずれ - which
最早 - already / not anymore
無視 - ignore / neglect
励む - apply oneself to / strive
一時的 - for a moment / for a while
提唱 - put forward / propose
活躍 - be active / play an active part
殊に -  in particular / especially

産業 - production industry 
一斉に - at the same time / all at once
放棄 - abandon / give up 
地位 - [social] class / position / status
向上 - be elevated
賃金 - salary / payment
格差 - disparity / difference / gap
是正 - correct / rectify
スト - strike
支援 - backup / support  / assistance /
団体 - team / group / association
応援 - support / aid
連絡 - contact
緊密 - tight / closely
誘う - invite / ask someone to 
拒否 - refusal / rejection
利益 - benefit / profit
特典 - advantage / privilege / special 
favor
享受 - getting / receiving/ obtaining
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日本の社会の中心となって、様々な利益、特典を享受している日本人男性も例外ではない。彼
らの生きがい、男性中心、仕事中心の考え方、を変えさせるのは容易なことではない。男性が
自然に考え方を変えるのを待っていたら、何十年かかるか分からない。これまで日本の男性を
陰で支えて来た女性達が立ち上がり、早い機会に男性達に対して反乱を起こして、男性の目を
覚ますことができ、男性、仕事中心の生活から、人間、家庭中心の生活へ移行させ、生活の質
を向上させることが出来たら、それは女性にとってのみではなく、男性にも子供達にも、また
日本の社会にとっても歓迎すべきことではないだろうか。 

http://language.tiu.ac.jp/materials/jpn/hayami/hayami12.html
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容易 - readily / plainly / easily / simply 
陰 - shadow / shade / in the background
支える - prop up / support
歓迎 - welcome (something) / gladly accept
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